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ホイ ッスラー記録の季節変化と日変化

金 原 淳

1957年 7月 1日から始まった第 31"1地球観iJII昨 Brisbane (S 27026'， E 153005'; -35.60， 227.00
) 

(IGY)も， 1958年 12月 31日で，一応終了するので Adelaide(S 34057'， E 138032'; -44.90， 212.50
) 

1957年 7月 1日から 1958年 6月初日迄の 1年間につ Hobart (S42050'， E 147028'; -51.6"，224.60
) 

いて，ホイョy スラー記録の季節変化と日変化の続裂を Macquarie必 (S54030'， E 158057'; -61.10， 

中間報告的に述べることにする.協同観測に当って 243.10 ) 

オーストラリアからも， 1957年 12月31日迄の半年分 先ず，季節変化から述べよう .表 1Aは， 本)11及び

の資料が来ているから，適宜引用して本)11の結*と比 オーストラリアの上記各観波l民irで毎月観測したホイヅ

較した・観測は似jlt界時 (UT)の 5-7分とその前の スラー記長止を示したものであるが， (α)には毎月観測

I!年実IJの35-37分に行い，その結果を毎111:1#11与の観測 した総数，(b)にはその内のロングホイッスラー (long

結果と して記録した.*邦政びオーストラリアの鋭iJ1lJ whistlers)の数，(C)には (b)の数の (α)に対する百

所の地理学上及びt主滋気学上の位向はそれぞれ下の通 分率をぶしである・

りである・ 表 1Bは似内から距雌 500km及び 1000km以内で

縫内 (N45022'， E 141041'; 35.30， 206.00
) 発生した宮; I~~の頻度 ， f'枠内及び笠川の対祢点(Conju-

控川 (N34050'，E137022'; 24.50，203.50
) gate pointslた るオーストラリアの Darwin及び

表 1A. Whistlersの月別発生川数
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表 1B.月日1]平均-;r;雨発生頻度 (arbitraryunit) 

地成↓
月→

1 7 1 8 1 9 110 111 1 5 6 

fjt.内
l勾

より 1000km 内 32 60 36 32 14 。
3 1 4 l

田
|31稚よ り 500km内

km
14 29 19 19 5 。。。 o 1 1 1 11 1 15 

Darwinより 500
O 
内
K

0 。 1 17 28 44 I 42 31 3461 1 1 0 
Alice Springsより 500km 内 0 1 2 4 4 6 5 3 2 1 1 1 1 1 
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97lM1r回目
Alice Springsから距離 500km以内で発生した雷雨

の頗皮を何れも Arbitraryunitで記入したもので

ある.

表 lC及び Dは布告防iの地磁気観測i9rで，3時間併に

まとめた地滋気活動に関する K指標の!羽で， 5{Mode.

rate storm)， 6叉は 7(Moderate severe storm)及び

8以上(Severestorm)に相当する発生阿数及び日数

を月別に示して，各月の地磁気Ei乱を考える上の目安

としたものである.

表 lEは上記を提唱測所の毎月 15日頃の日出，日没

時室IJを，E 1350
(本郊の限移時 1ST)及び E1500

(オー

ス トラリアの標準時)のi也}J時でぶして.ホイッスラ一

発生頻度の尽夜にわたる分布が季節と共に変る模様を

知る手段としたものである.図 1には，必 1の数字を

図ぶしてゐる.

閃 1と表 1を見る と，12川では冬季を中心として晩

紋から平容にかけて，ホイ y スラ ーを観測するが，耳

には殆と観測しないのに対し，稚内では秋冬を中心と

しているとはいうものの，1年中を通じて耳でも少な

L、ながら観測IJしている.殊にロングホイ γスラーは豆

を中心として顕著に認められている. 1 ~三!日]の総数で

は般内は~川の約9倍を観測している . 問所を通じて

第 1の極大は 2月であり.これを中心として頻度の最

大の季節をぶしているが，これはオー久 トラリアの対

抗Ji点における宮雨発生頻度の大なることとよく一致し

ているし，叉本邦も冬空手はm雨活動が鈍<，そのため

に観測所の雑音のレベルが低いということにも関係し

ている

第 2の極大は 9月である.而も 9月にはオーストラ

リアの観捌IJPfrも尽く短大をよJしている点が注上iに値す

る.本)llでは 9月f1.Uから冬に移る途中であるから，

叙lftJ\~j}nの途中にあり，オーストラリアでは冬から夏

に移る途中であるから，頻度減少の途中にある.而 も

ここへ一つの極大が現われているのである.柿聞の K

指紋をJ..!.ると 1年中で一番に高い.詳しく説jべると ，3

時点tのK指標が6以上になる誕百L回数が 24阿，日数

にして 12F1あり .5の日も 14日あり， ~õL 目から 1 -4

日以後のところでホイ ，7-、ラーが紅んに飢iJllIされてい

点 1D. -lililifdにおける 3時間仰のK指紋が

5.6又は 71えひ8以上になった月別日数
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月

1. +itl却のホイ y スラー受イ31"1数
2 豊川のホイッスラー受信同数

3.プリスベインのホイッスラー受信回数

4. ホパートのホイ ァスラー受信回数

5.アデレイドのホイ y スラー受信[111数

6 稚内のロングホイッスラーの受信回数

7.荷主l勾の (6)の (1)に対する百分率

10. K指標 8以上の発生|吋l数

11. K指標 6叉は 7の発生日l数
12. K指t"!6叉は 7の発生日激

13. K指傑 5の発生間数

14. K指標5の発生日数

15. mF'~より 1000km 以内の'，lí雨発生頻Jti

16. n百l上 500km以内の発生頻l支
17.〆ーウィンより 500km以内の雷雨発

生頻度
18.アリススプリングズより 500km以内

の沼I']，j発生頻度
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表 2.毎月の時刻別ホイッスラー受信係数 (1957-1958) 
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閃 2

6 

lTI 

骨号 刻 (JST)

1. f'住ちの日11¥
2. ~IIIの日出

3.縫内の日没

4.佐川の日没

5. ~}.1 1Iのホイヴス ラーの数

6.舵内のホイッスラーの数

る点を考えると，これは地磁気痩乱を発生する帯電粒

子の存在と深い関係ありと考えなくてはならない.

科t内のロングホイ γ スラーは 7月には 9.8%.8月に

は 30.4%.9月には 6.8%と亙季に著しい!';>j加を示し

ているが，これは{佐内を中心として切Okm 及び 1000

km以内のお雨発生頻度とよく一致しているので，ロ

ングホイッスラーの先生機構から考えて，問l論と合っ

ている ことがわかる.

次に日変化について述べる.上記 1年間において紘

内及び12川各月の俗i時に観測されたホイ、y スラー記録

を去五ミすれば求 2 が~~られ， これを図示すると図 2 に

なる 図2には位内及び俊川の月半ばの日出，日没時

も記入してあるが，ホイッスラ ーは専ら夜間観測さ

れ，頻度が短大に注するのは，日出前及び日没後 3-4

時間の頃であることがわかる 尤 も2月.3月はープJ

の級大が.例外的に日投!呼j近に現われている.1956年

l月に観測を始めた頃は.2月を中心として現われた

ホイッスラ ーのみに1mしていたので.日没附近に最

大頻度が現われると割if'tしたが，今 1年を通じて比る

29 

と， このみが吹ろ例外的で.ここに.;1悲しておく必要

を認めた次第である.

次にオース トラリアの方は，ょに、1':年1::.1の記録しか

送って来ていないが，結栄は表3に示す通りで，これ

を図示すると閃 3がえられる 閃3ではホイ，スラ ー

は矢張り専ら夜間に観測され，日出前叉は日出後 3-

4 1!'~聞のところに極大をJiることが多いが， アデレイ

ドの 9月.10 }jは日没昨ijL(に杓iAを/J'し，ホパー トで

は夜、1'.頃に協人;を生ずることが多いようであって，概

括的にはれば.4>:)品の観測結果と似たものである.

悶 3

6 

5

4

3

2

 

∞
ω
守
『

月 4 
12 

10 ，互 14

時刻 (オーストラリアの襟準l侍E1500
) 

1. Hobartの臼出

1'. Hobartの日没

2. Brisbaneの日出

2'. Brisbaneの日没

3. Adelaideの日出

3'. Adelaideの日没

4. Hobartのホイッスラーの数

5. Brisbaneのホイ y スラーの数

6. Adelaideのホイッスラーの数

終 りに，ホイッスラ{の続制IJに当ったむ弁助教授，

大i'll助手，立p.ひに当研究所の人々 ，オース トラリアの

資料を送られた Webster教授，図間の製作に当った

飯田氏等の好訟を深く感謝する.
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'il': 3. Macquarie (1957) 

時刻 7 I 8 9 1 10 
o I 1ι2 I5 1 113 

! 0 I 2 [ 6 I 2 1 8 1 

2 I 2比二_1015_1
11; 412 2 I 3 I 

司し 110 Io I 

51711010101 
613121010101 
7 1 1 f 1 1 I 0 I 1 1 

9 i 1 I 1 I 0 I 0 i 0 I 
10 ! 4 3 I 0 I 0 I 0 1 
11 I 2 ! 0 I 0 I 0 1 0 1 
12 I 0171312101 
13 I 2 I 4 I 4 j 1 1 0 I 
14 1 7 1 53  I 1 I 3 I 

I 4 1 4 |ふ 7 1 0 1 

16 1 7 I 4 1 24 I 6 1 1 I 
17 1 6 1 2 1 ~L 1 17 I 4 I 
18 i二上王下91271-12r 
19 i 0 I 3 I!?)110|4 I 
20 1 8I 1 I(?}116i1 I 
21 I 5 4I 8 I 1 I 1 
22 i 6 I ( i ) 12 I 21 1 0 1 

6 I 7 I 2 1 

12 

表 3.Adela ide (1957) 

時刻 7 8 1 9 1 10 I 11 I 12 
o 1 1921 231 3 1 20 
1 1 1  68 j 28 I 2 i 10 
2 1 I 186 I 251 3 I 4 
3 I 1 103 I 40 1 5 I 2 
4 I 1 I 111. 1L I 3 I 30 
5! I I 79 I 51 I 1 ! 11 
6 I 1 I 28 f 16 
7 I I 1 24 19 1 

8! I 1 23 I 15 
9 1- -! 1 20-8 

o I I I 61 2 ! 

8 I 

2 I 

2 

。
。

11 I i1  413 1 0 

1 

3 

。
。
。

13 I 1 18 2 I 1 I 0 
14 1 I I 351 5 1 2I 0 
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表 3.Hobart (1957) 
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